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自己紹介（研究・運営・管理）

協力講座：
理学研究科物理学専攻

金属材料研究所低温電子物性学研究部門教授

〇物性物理学実験
「分子性有機物質の

強相関電子状態」

東北大学 金属材料研究所 所長 2023年4月～現在
公正な研究活動推進

副理事 (研究公正担当) 2022年4月～現在
2012年4月 東北大学安全保障輸出管理委員会委員長（全学管理責任者）
2014年4月- 経済産業省安全保障貿易管理調査員
2018年4月- 東北大学公正な研究活動推進室長（総長特別補佐）
2022年4月- 文部科学省公正な研究活動の推進に関する有識者会議

最近 「研究インテグリティ」，「研究セキュリティ」，「研究不正」対応．．．

留学生（中国，インドネシア，
ポーランド）

留学生
国際共同研究
リスト規制技術

最近の研究のプレスリリース

「研究公正」 「安全保障輸出管理」 「研究インテグリティ」
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内容

「研究インテグリティ」の意味
・国際化・グローバル化に対応した

研究活動の透明性・説明責任

大学・研究機関における「研究インテグリティ」の
確保とは
・東北大学における取り組み

IDE 現代の高等教育 No.654 大学国際化の新局面２０２３年１０月号
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大学を取り巻く最近の環境の変化

国際化・オープンサイエンスの推進

外国との関係性の中で、研究者の意図しない
利益・責務相反や技術流出を懸念（政府、一般から）

その一方で、新たなリスクも・・・

近年における研究・教育現場での変化

政治・経済・安全保障環境の変化

【新聞報道】

・「外国から研究費 申告義務（内容開示を求める声も）」（読売新聞朝刊 2021年1月26日）
・「米国大学教授に有罪評決（他国の国家プロジェクト参加で虚偽申告）」（朝日新聞朝刊 2021年12月23日）
・「ノーベル賞候補が海外大学に移籍 日本の「頭脳」流出懸念」（河北新報朝刊 2021年9月4日）

【例】
国際共同研究の推進／WEB活用による国際学会への参加増／海外機関や海外研究者との交流増

国際的に信頼のある研究活動

研究の健全性・公正性（研究インテグリティ）を確保するため、
研究活動の透明性や説明責任を果たす必要性
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“日本版”研究インテグリティ

「研究インテグリティに係る調査・分析報告書（２０２１年３月）」より

文科省通知 令和３年４月２７日

「大学及び公的研究機関における研究インテグリティの確保について（依頼）」

「研究活動の国際化、オープン化に伴う新たなリスクに対する研究インテグリティの確保に係る
政府としての対応方針について」（令和３年４月２７日統合イノベーション戦略推進会議決定）

国際化・オープン化による新たなリスク 産学連携活動における利益相反・責務相反管理と
同様に、適切なリスクマネジメントを行う

研究者自身による適切な情報開示

①職歴・研究経歴
②兼業等の所属機関・役職
③当該機関外からの研究資金や

資金以外の支援（外部支援）
④当該支援の相手方

①大学・研究機関等における研修強化等の取組
②利益相反・責務相反に関する規程・組織の整備

大学・研究機関でのマネジメント強化

• 安全保障貿易管理の取組との適切な連携

研究資金配分機関等における対応
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国際動向：研究の透明性とインテグリティ

〇2021年6月 G7 Cornwall Summit
G7首脳コミュニケの附属文書として
研究協約 (Research Compact) を公表

〇2023年5月 G7 仙台科学技術大臣会合
研究セキュリティとインテグリティの取組による
信頼ある科学研究の促進について議論 〇「共同声明」のポイント

（１）Ｇ７科学技術大臣は、民主主義、法の支配、自由と人権の尊重という共通の価値観や、

ジェンダー平等を含む多様性などの重要性へのコミットメントを確認

（２）新たな知の創造に貢献できるよう、研究データや論文を含む科学的知識を公平に広めな

がら、オープン・サイエンスの拡大で協力

（３）不正な知識・技術の移転や研究・イノベーションに対する外国からの干渉のリスクに対する

認識を高め、必要な場合は低減措置を効果的に適用するために、更なる努力が必要

（４）地球規模の課題を解決するため、宇宙、海洋、研究インフラ、国際的な人材の移動及び

循環における国際協力を促進

研究・イノベーションのエコシステムを保護し、オープン
サイエンス並びに研究の自由及び独立性を維持する
ための共通の原則等について検討開始
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3/12G7科学トラックにおける議論

2023.01.27_内閣府_第３回研究インテグリティ説明会資料より抜粋： https://www8.cao.go.jp/cstp/kokusaiteki/integrity/cao_2301.pdf
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3/12
「研究インテグリティ」 と ”Research Integrity”

大学及び公的研究機関における研究インテグリティの確
保について（依頼） 文部科学省令和３年４月２７日

研究者及び大学・研究機関等における研究の健全
性・公正性（研究インテグリティ）の自律的な確保

研究者が、研究活動の国際化、オープン化に伴う
新たなリスクを認識した上で、特に国際的な連携を
行う際には、自らの研究活動の透明性を確保し、説
明責任を果たしていくことの重要性とともに、所属機
関及び研究資金配分機関等に対して必要な情報の
適切な報告・申告を行うことの必要性の理解

「研究活動のオープン化、国際化が進展する中で、
科学者コミュニティが、資金や環境、信頼等の社会
的負託を受けて行う研究活動において、自主的・自
律的に担保すべき健全性と公正性及び、そのため
の、透明性や説明責任に関するマネジメント」

科学者コミュニティからの研究インテグリティに関する論点整理【改訂版】
日本学術会議 科学者委員会学術体制分科会 （令和４年７月２２日）

UK Research Integrity Office (UKRIO)

Office of Research Integrity (ORI) 米国研究公正局

UK Research Integrity Office (UKRIO) 
French Office for Research Integrity (OFIS)
African Research Integrity Network(ARIN)

透明性

誠実性

厳密性

敬意・配慮 説明責任

研究の健全性
（=公正な研究，論文不正防止）

国際化進展・国際連携における

研究活動の健全性
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「研究インテグリティ」・研究倫理・研究公正

研究倫理

研究公正

Research Ethics

Research Integrity

cf. 米国研究公正局
（ORI, Office of Research Integrity）

公正な研究活動，研究倫理，研究公正，…

研究論文不正（ねつ造・改ざん・盗用など）や（産学連携における）
利益相反，研究費不正，… ハラスメント防止

「研究インテグリティ」（日本版カタカナ用語）

eL CoRE (e-Learning Course on Research Ethics)

（技術流出防止）

日本：あまり使い分けや意味を考えて
（意識して）使用していなかった

Responsible Conducts of Research (RCR)

国際化・オープン化に伴う新たなリスクに
対応した研究の透明性・説明責任（情報開示）

＝ ＝

Ethics
“人を対象とする生命科学・
医学系研究に関する倫理指針”
“人を対象とする研究倫理”

Tips

日本学術振興会
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内容

「研究インテグリティ」の意味
・国際化・グローバル化に対応した

研究活動の透明性・説明責任

大学・研究機関における「研究インテグリティ」の
確保とは
・東北大学における取り組み
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研究者自身による適切な情報開示
①職歴・研究経歴
②兼業等の所属機関・役職
③当該機関外からの研究資金や資金

以外の支援（外部支援）
④当該支援の相手方

大学・研究機関でのマネジメント強化
①規程・組織の整備（マネジメント委員会、相談窓口）
②リスク管理に必要な情報の収集（チェックリスト）
③研修強化等の取組（e-learning、 FD・SD研修）

大学・研究機関が求められている取組み

研究者

大学
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東北大学「研究インテグリティ」マネジメント体制

「研究インテグリティ」 公正な研究活動推進
（研究倫理全学活動）
2016年１月スタート

安全保障輸出管理
2010年3月スタート
（規程，管理室）

利益相反マネジメント
2009年3月スタート
（規程，事務室）

2019.12 “Fundamental Research Security” JASON Report
2020. 1 C.リーバー教授逮捕（米国）
2020.10    「オープン化，国際化する研究におけるインテグリティ」 JST/CRDS 調査報告書
2021.  3 研究インテグリティ（Research Integrity）に係る調査分析報告書 PwCあらた有限監査法人

2022. 4 研究インテグリティマネジメント体制スタート

2022. 5 「みなし輸出」管理の明確化対応スタート

2021. 4 文科省通知 「大学及び公的研究機関における研究インテグリティの確保について（依頼）」

2021. 6以降 学内部局，会議体などでのFD・報告

2022. 3 学内規程の制定・体制の整備

2021. 8(－2022. 3) 文科省委託業務 「研究インテグリティの確保に係る調査分析業務」

（委員会設置，webサイト・相談窓口オープン）

内閣府検討会，…
経済産業省・東北経済産業局
文部科学省
公安調査庁・東北公安調査局
内閣府

内部検討開始（2020.2~）

2021.11 経産省「輸出者等遵守基準を定める省令の一部を改正する省令」等

制度設計検討開始（2021.4~）

2021.12 「みなし輸出」管理の明確化に関する事前アナウンス（全学講習会・実務研修会）

2021.  6 G7 Cornwall Summit 成果文書 G7研究協約 「研究の透明性とインテグリティを向上」
2021.  6 統合イノベーション戦略２０２１ 「研究インテグリティの自律的な確保」

2022.  7 研究インテグリティという考え方の重要性について 日本学術会議会長メッセージ
2022.11 研究インテグリティに係る国大協声明

（オープンかつ透明性・公正性を有するとともに安心・安全で持続可能な教育・研究活動の国際化を支援するために）
2023.  9 研究活動のオープン化、国際化が進む中での科学者コミュニティの課題と対応 －研究インテグリティの観点から－

日本学術会議 見解
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「研究インテグリティ」に関係する東北大学の組織

研究不正防止
研究費不正使用防止
利益相反マネジメント
安全保障輸出管理
生命・医療倫理
営業秘密漏洩
ハラスメント・学生支援
．．．
研究インテグリティ

組織・所掌分担（東北大学事務機構）

総務企画部
法務・コンプライアンス課
• ハラスメント相談窓口

（コンプライアンス係）
• 安全保障輸出管理室
• 利益相反マネジメント事務室

研究推進部
研究コンプライアンス推進室

• 公正な研究活動
• 研究費の適正使用
• 人を対象とする医学系研究
• 動物実験
• 遺伝子組み換え実験
• 生物多様性（ABS対応）

産学連携部
• 共同研究，受託研究，寄付金
• NDA, MTA

〇研究担当理事

〇産学連携担当理事

〇総務担当理事

〇人事労務担当理事
人事企画部
• 兼業
• 人事記録

公正な研究活動

国際企画課
• 学術交流協定

〇教育担当理事 教育・学生支援部
• 留学生課

広範で縦割りな対応部署
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利益相反マネジメント
委員会

安全保障輸出管理
委員会

公正な研究活動推進
委員会

人事企画部

産学連携部

「連携」

○マネジメント体制について

【委員構成】
・副理事（研究公正担当）※委員長
・研究インテグリティ関係部署職員 若干人

【委員構成】

・理事・副学長（研究担当）※統括責任者（委員長）
・総長が指名する理事又は副学長 若干人
・その他委員会が必要と認めた者 若干人

※研究インテグリティに関する研究者情報等を保有する組織の責任者等により構成

・規程等の制定及び改廃
・研究インテグリティの確保に係る要請
・その他本学の研究インテグリティ・マネジメントに関する重要事項

研究インテグリティ・マネジメント委員会

研究インテグリティ・マネジメント専門委員会

・研究インテグリティ・マネジメントに関する専門的な事項の調査審議
・相談窓口対応
・研究インテグリティに関する研修会の企画・実施

総 長

２０２２年４月からマネジメント体制スタート

相談窓口

情報共有 相談
（経営判断が必要な場合）

東北大学における研究インテグリティの確保に向けた体制①
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○研究者の対応事項

情報の共有と連携

研究者

学内ルールに基づき
情報開示・申告

研究インテグリティ・マネジメント専門委員会

研究インテグリティ・マネジメント委員会

研究インテグリティの観点で経営判断
が必要である場合、情報共有、対応検討

リ
ス
ク
相
談

(

懸
念
が
あ
る
都
度

、
随
時

）

部局担当係
（安全保障輸出管理、利益相反、共同研究、寄附等）

安全保障輸出
管理担当

利益相反
マネジメント担当

産学連携担当 人事担当

連携

本部

相談窓口（研究推進部）

東北大学における研究インテグリティの確保に向けた体制②

チェックリスト確認
確認書提出
（年に１回）

・学内ルールに基づき情報開示・申告
・e-learningやFD研修の受講
・researchmap等での適切な情報公開

（
リ
ス
ク
の
懸
念
が
大
き
い
場
合
、
）

研
究
者
へ
の
要
請
等
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東北大学における研究インテグリティの確保に向けた体制③

職歴・研究経歴兼業先の

所属機関名・

役職

学外からの研究
資金以外の支援
及び当該支援の

相手方

安全保障輸出管理
委員会

公正な研究活動
推進委員会

人事企画部 産学連携部

学外からの研究
資金以外の支援
及び当該支援の

相手方

兼業先の

所属機関名・

役職

学外からの研究
資金以外の支援
及び当該支援の

相手方

学外からの研究

資金
職歴・研究経歴

学外からの研究

資金

学外からの研究

資金

研究インテグリティ・
マネジメント委員会

利益相反
マネジメント委員会

学外からの研究

資金

兼業先の

所属機関名・

役職

職歴・研究経歴

※ researchmap, e-Rad等も活用

情報の共有と連携

確認書
の提出

研究者
（研究者又は大
学・研究機関等
が活動に伴って

得る利益）

○情報収集体制

情報公開・開示

啓発活動
FD

人事情報
兼業 共同研究

学術指導
受託事業
寄附 等

関連委員会・組織から得られる研究者情報

大学情報データベースを活用した情報収集体制のさらなる強化
について、研究インテグリティ・マネジメント専門委員会で検討中
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（通知の内容）

（１）委員会と相談窓口設置の案内

（２）啓発ポスター配付

（３）国際的な研究活動での注意点の周知

（４）年度内の教育・研修実施の連絡

研究インテグリティ啓発ポスター国際的な研究活動での注意点（HPに掲載）

１．研究インテグリティの確保に向けた具体的な取組みに関する学内通知
（２０２２．６月）

これまでの活動状況① 17/26



金属材料研究所

(1)教員FD研修

(2)事務職員SD研修

理学研究科 多元物質科学研究所

ＵＲＡ協議会 農学研究科

２．「公正な研究活動」「研究インテグリティ」に関する学内外研修活動

これまでの活動状況② 18/26



これまでの活動状況③

日本製鉄(株) 技術開発本部秋田県立大学

内閣府：研究インテグリティについての説明会国大協主催日英交流事業JST/CRDS-OECD合同ワークショップ
「研究インテグリティと研究セキュリティ」

(3)学外での講演

山形大学
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３．全学研修実施に向けた研修内容検討、教材及びチェックリストの作成

外国の期間・大学等との共同研究や交流に伴う，利益
相反・責務相反が適切に管理されないリスク，技術流
出・情報流出につながるリスク，信頼低下のリスク等
のリスクに留意するとともに，リスクが懸念される場合
には所属機関の担当部署に相談していますか？

研究活動の透明性の確保に係る情報（職歴・研究経
歴、現在の全ての所属機関・役職（兼業や、外国の人
材登用プログラムへの参加、雇用契約のない名誉教
授等を含む。）、外部機関から受けている各種の支援）
について、所属機関の規程等に基づき、担当部署に
適切な報告等を行っていますか？

（１）研修内容を検討し独自教材を作成 （２）内閣府チェックリストをべースに、研究者向け
東北大学版チェックリストを作成。
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①動画教材の閲覧 ②確認書の提出

各研究者自身により、職歴・研究経歴や兼業、名誉称号等を含む現在の所
属・役職等、また共同研究を含む研究実施内容について、researchmap、大
学情報データベース等による情報発信・公開また学内手続きを適切に行い、
透明性のある研究活動を実施して下さい。

国内外の機関・企業等（政府・資金配分機関・財団・研究機関・企業など）か
らの研究資金・寄附金・報酬※・物品や役務の供与などを受ける場合には、適
正な学内手続きを行い、外部資金（競争的資金等）への応募の際には適切な
申告を行って下さい。特に、外国の大学・研究機関・企業等からこれらを受け
る際には、所属部局担当事務に相談をして下さい。なお、申告等において、
虚偽の記載がなされた場合には、本学及び資金配分機関等のルールに基づ
く対応や処分が科せられる場合があります。
※報酬：兼務の給与、出張費、講演謝金、執筆料等

外国の大学・研究機関・企業等との共同研究や連携を行う際には、意図しな
い利益相反・責務相反や技術流出・情報流出、一般社会・研究者コミュニティ
からの信頼低下等のリスクが存在することに留意して下さい。

外国の大学・研究機関・企業等との共同研究などによる技術提供や留学生・
外国人研究員の受け入れなどにおいては、安全保障輸出管理の学内手続き
を行って下さい。技術提供の際には、目的外使用をされるリスクがあり得るこ
とに留意し、相手先（機関・メンバーなど）の確認や技術情報の管理を適切に
行って下さい。

外国の大学・研究機関・企業等との連携において交流協定や覚書（MOU）等
を交わす際には、所属部局担当事務に相談をして下さい。

外国の大学・研究機関・企業等との書面を交わさない共同研究や報酬・物品
の提供の無い連携を行う場合であっても、リスクがあり得ることに留意して下
さい。

１

２

３

４

５

６
☑確認しました
氏名： 提出

４．全学研修の実施（令和５年２月～３月） →令和５年度は１１月～１２月で実施予定

※確認書はGoogle Formsで提出
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動画教材：教員向け（R5版準備中）
約15分
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動画教材：学生向け（R5版準備中）
約９分

23/26



相談窓口 research_integrity@grp.tohoku.ac.jp

東北大学 研究インテグリティ

研究インテグリティ啓発ポスター

研究インテグリティ相談窓口
24/26



研究インテグリティ相談窓口への相談事例

相談窓口開設後（２０２２年４月～２０２３
年９月）、これまでに３５件の相談を受付。
（学内２７件、学外８件）

例えば、こんな相談が・・・
• ロシアで開催される国際会議へのオンライン参加を考えている。

• 日本で出版した半導体技術に関する本を、海外の出版社が翻
訳して出版してもよいか。

• 本社が海外にある、グローバル企業から寄附をもらい、寄附講
座を開設することを検討している。

• 米国エンティティリストに掲載のあるグローバル企業へ出張を
予定している。

• 旧知の海外との研究者から、海外のプロジェクトに参加してほ
し いと呼びかけられた。

25/26



大学が抱える現実的課題
• コスト (Limited human and financial resources)
• 調査能力 (Limited investigation capability)
• 機関での情報把握が困難なケース

大学・研究機関での実効的な運用のためには

Academic freedom
Open door policy

学術界の原理
研究第一・門戸開放

学術機関での研究インテグリティ

研究インテグリティ

社会的要請
国際情勢の変化

研究セキュリティ

リスクマネジメント
－サイエンスメリットとのバランスー
－要個別対応－

研究者と事務局員の意識と感度を上げることが重要！
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